
期待される成果 　

月

予算計画

１）助成額：　1件10万円以内
２）経費は平成28年6月から平成29年1月まで使用可能です。
３）用途は実験器具，ソフトウェア，専門書，学会参加のための旅費･参加費（宿泊費は含まず）などで
す。会議費には使用できません。
４）年度末に収支簿および領収書等の証拠書類を事務局に提出していただきますので、助成金を適正
に使い切ってください。
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目的
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※具体的に記載

ください

テーマ

プルダウンリストよりご選択ください

倫理審査に係わる添付資料
倫理審査

あり なし
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１）申請時に40歳未満で継続して3年以上の正会員であること。（学生会員歴2年以上は1年に換算する）
２）本制度の助成実績がないこと。

成果の報告

共同研究者

１）平成29年4月の総会の事業報告に含まれますので、平成28年12月に進捗状況を報告していただきま
す。
２）研究成果は研究計画終了後、1年以内に日本放射線技術学会雑誌またはRadiology Physics and
Technology（RPT）誌に論文を投稿してください。支援が必要な場合は、地方部会の論文化推進委員を
紹介します。
３）論文には、山下一也研究助成金を受けたことを謝辞として記載してください。
４）やむを得ず論文化が達成されない場合は、学会事務局に報告書を提出してください。
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